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収益裏付け型セキュリティトークン

■STOとは
セキュリティ・トークン・オファリング（Security Token Offering)の略で証券トークンという意味。

■STOの仕組み
セキュリティトークンは証券会社が投資家に利益を配当する仕組みをBlockchainの機能、
スマートコントラクトで行い、既存の証券会社よりも信頼性が高く早く安い仕組みが確立できます。
（資産をブロックチェーン上のデジタルトークンに変換して公開）

例えば、株・社債・オプションなど、法的に証券カテゴリーに分類されているものをトークン化し
小ロットでの分割購入が可能でありしかも24時間取引が出来、契約も簡単で、手数料も安価となるので
市場の活性化も期待できます。（議決権の無い株式投資）

STOが将来的に適応できる分野は広く、その大きな潜在力に期待が集まっておりトークンの価値が担保
されること、仮想通貨の市況に影響されないこともあり2019年は成長が大きく期待されています。



収益裏付け型セキュリティトークン事例



STO（セキュリティトークンオファリング） による調達の現状

2018年より多くのSTOがスタートされており、現在120以上のプロジェクトがSTOによる
資金調達を開始している。

参考：https://www.inwara.com/
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シンガポールスキーム



STOに必要な全体像

■ビジネスモデル戦略
（市場調査、競合調査、協業模索、事業計画書算定）
・トークン設計構築、トークンアロケーション戦略
・SNS戦略（facebook Twitter Medium）
・ファンドレイジング（投資家紹介）
・KYC AML 対策
・弁護士におけるスキームすべて（STOは私募債発行）
・継続的成長戦略（事業成長）

■制作物
WP WEB 提案書 OnePager 動画 SNS など
WOW効果と堅実な事業がどのように世界市場に影響し、
どのように世界を取りに行くのか？
プロジェクトが収益を確実に上げながら成長できることを
投資家にわかりやすく説明
（現状コンテンツの加筆・修正します）

■チーム構成戦略
ボードメンバー充実
事業を100％理解する英語圏または・中華圏ネイティブ
登壇、交渉などボードメンバーとしての役割を担う人材
（当初はアドバイザーを予定）

■スキーム

ＩＣＯ
STO

■セール

ファンドレイジング＆
ネットワーク販売
・中国 台湾 香港
・シンガポール
・インドネシア
・マレーシア
・ドバイ
・スイス
・ロシア

ICOからSTOへの移行

トークン交換など弁護士による
リーガル対策が必要
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